
週末チャレンジクラブ活動報告書
第4回 「みんなで作ろう！遊び屋台村」 2021年2月28日（日）

修了式では、思い出を振り返るスライドショーの上映、スタッフから修了証を渡し、全ての活動が終了しました。あっという間の半年間、
全4回の活動でした。
新型コロナウイルスの影響で、様々な制約がある中での活動でしたが、ご参加いただいた全ての皆様の協力により、安全に活動することが
できました。この週末チャレンジクラブの活動が、子ども達の更なる成長への糧となればと思っております。
短い間でしたが、ご参加いただき、ありがとうございました。またお会いできることを楽しみにしております。

2020年度 川崎市青少年の家主催事業

川崎市青少年の家
指定管理者：川崎フィールズパートナーズ

お店の運営もお客さんもみんなで。一日限定遊び屋台村誕生！

(柏原)

今回で2020年度の週末チャレンジクラブは最終回。最後の活動は、みんなで作る「遊び屋台村」です。班に1つ、拠点となる屋台を持ちながら、
他の班のお店に行き、ゲームに挑戦して屋台村のみで使用できる地域通貨「チャレドル」を集めます。最終的に一番チャレドルを持っていた班
の優勝です。くじ引きで拠点となる屋台を決め、まずは作戦タイム。班ごとに店名や役割、拠点となる屋台のルールを決め、スタートに備えます。

「もっとチャレドルを集めたいけど、今あるゲームだけでは難しい。」そんな状況になることも少なくありません。そこで、屋台村では「起業」をする
ことができます。みんなが起業し始めてからが本当の屋台村。次第に、子ども達が考えた遊びや過ごし方で、会場が賑わってきました。「縄跳び
〇〇回飛べたら〇〇チャレドル」や「焚き火で温まりながらマッサージで〇〇チャレドル」など、種類は無限大です。この他にも、「火起こしバトル」
や「〇×ゲーム」などの時間限定のイベントも開催し、各班たくさんチャレドルを集めました。

最後は、結果発表とトロフィーの授与です。順位の差はありますが、各班知恵を出し合いながら、最後まで楽しく活動ができました。
自分の考えを形にして、お客さんに提供する。みんなの力があってこその「遊び屋台村」です。

スタート直後、班に配られている道具は必要最低限。拠点も物が少なく、寂しい雰囲気です。そんな時は、拠点をグレードアップできる道具を
売っている「よろづ屋」へ。チャレドルで道具を購入し、まずは拠点より良くしようとする班の姿も見られました。


